
 

 

 

 

 

 

 

 １０月２５日（水）に林小学校で「明石市立林小学校創立１５０年記念 

“お月見天体観測会”」が開催されました。その様子が、当日参加されたシ

ゴセンジャーブルーから届きました。林小学校の創立１５０年を月と星と地

域みんなで盛大にお祝いするのをシゴセンジャーがお手伝いするために、林

小学校に駆け付けたそうです。当日は“星空トーク”は体育館で、“観望

会”は運動場でという構成で実施されました。そして最後に、体育館でシゴ

センジャーとクイズ等で交流を行なったそうです。児童のみなさん、保護者

のみなさん、地域のみなさんなど、３００名以上の方が“星空トーク”と

“観望会”を楽しまれました。“観望会”では天文科学館の職員、天文

科学館のボランティア（愛称：天ボラ）のみなさん、そして林小学校の

先生が６台の天体望遠鏡を操作し、土星の観望を楽しまれました。天体

望遠鏡で実際に星を覗いてみることが初めてという方も多かったのでは

と思います。子どもたちも大人のみなさんも、自分の目で本物を観る楽

しさを感じられたのではと思います。こうした観望会が創立１５０年を

機に林小学校区に根付いていったらいいなと思います。ひょっとした

ら、参加した子どもたちの中から、宇宙飛行士が生まれるかも…、こう

した本物にふれる体験の積み重ねていくことが、子どもたちの成長につ

ながっていくんでしょうね。 

 兵庫教育１０月号では、「地域とともにある学校づくりの推進―コミュニティ・スクールの取

組―」をテーマに県内ですすむコミュニティ・スクールの実践が紹介されています。その中の特

集論文には、前兵庫教育大学院教授であり、文部科学省総合政策局のコミュニティ・スクールマ

イスターとしてコミュニティ・スクールの推進にあたっておられる小西哲也先生の「コミュニテ

ィ・スクールの可能性～居場所と非認知スキルの関係性について～」が掲載されています。この

論文のアンケートには明石の小・中学校の一部が参加しており、ここで考察されている子どもの

傾向には明石の子どもの傾向も反映されていると考えています。 

 この論文では、これからの時代を生きていくにあたって必要とされる重要な力として“非認知

スキル”に焦点を当て、“非認知スキル”を育む仕組としてコミュニティ・スクールの可能性に

ついて考えておられます。その“非認知スキル”は、他者を意識し、他者との関りの中で認めら
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 コミュニティ・スクールの可能性 

～居場所と非認知スキルの関係性について～ 

 



れ褒められる関係が必須であり、子どもたちが安心して他者と関われる居場所が必要だと論じ、

さらに、「人生 100年時代において子供たちが学校に通う期間はわずかでしかない。感受性の豊

かな子供時代だからこそ地域や地域の大人と関わりながら学んでほしいと願う。」と想いを語ら

れています。市内の小学校の学校運営協議会でも“子どもの居場所”をテーマに、ミニ熟議をお

こなったり、不登校傾向のお子さんの保護者のが、先生や地域の方との対話をおこなう場を設け

たりする学校がでてきています。 

学校運営協議会で未来を創り、地域を担う人を育てるという視点から“子どもの居場所”につ

いての対話も必要なのではと思います。まず、学校運営協議会等でのミニ熟議から…、そんな対

話が始まると、いろんな課題をテーマにした対話が始まるのではと考えています。そんな対話な

中から、子どもたちの非認知スキルを育てる仕組が生まれてくるんだろうなと思っています。 

（参照：兵庫教育１０月「コミュニティ・スクールの可能性～居場所と非認知スキルの関係性について～」） 

 そんな小西先生から、私がコミュニティ・スクールに取組始めた頃、よく小西先生に言われた

ことが「コミュニティ・スクールの原点は１９９６中教審答申だ」です。私は、迷ったときには

「１９９６年中教審答申」に戻ってみます。その時には、“なぜ、現在も３０年近く前に提言さ

れた「生きる力」の理念実現が必要なのか？”という視点で考えてみるようにしています。そん

な視点で一度、「１９９６年中教審答申」のパンフレットを是非読んでいただけたらと思ってい

ます。（https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chuuou/toushin/960701/960701a.htm） 

【「１９９６年中教審答申第１次答申パンフレット」より一部抜粋】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（文責：北本） 

我々は、これからの子どもたちに必要となるのは、いかに社会が変化しようと、自分で課題

を見つけ、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、行動し、よりよく問題を解決する資質や

能力であり、また、自らを律しつつ、他人とともに協調し、他人を思いやる心など、豊かな

人間性であると考えた。たくましく生きるための健康や体力が不可欠であることは言うまで

もない。我々は、こうした資質や能力を、変化の激しいこれからの社会を生きる力と称する

こととし、これらをバランスよく育んでいくことが重要である。 

社会体験、自然体験などを豊かにするため 

地域社会における教育を活性化することが必要です 

◯［生きる力］をはぐくむためには、子供たちが地域社会の中でいろいろな人たちと交流し、

様々な生活体験、社会体験、自然体験を豊富に積み重ねることができるよう、みんなで努力し

ていくことが大切です。 

◯地域社会の大人一人一人が、地域の一員であるという気持ちを持ち、地域社会の活動を自主

的に担っていくことが重要です。 

◯社会全体に［ゆとり］を確保する中で、地域社会が、地域の大人たちが子供たちの成長を見

守りつつ、時には厳しく鍛える場となることを期待します。 

子供たちの教育は、単に学校だけに任せるだけではいけません。家庭や地域社会の教育力を高

めながら、家庭や学校や地域社会が適切に役割分担を果たし、手を携えて子供の教育を行って

いくことが重要です。 

家庭や学校や地域社会の連携が重要です 

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chuuou/toushin/960701/960701a.htm

